
広域連携推進事業 

 

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主 催                      共催 浜松市、磐田市、掛川市、袋井市、湖西市、御前崎市，菊川市、森町 

 

令和３年６月２２日（火）「イノベーションアクション支援説明会」参加申込書 

氏 名  E-mail   

会 社 名 
所属・役職 

 
 

電話番号  

住 所 
〒          （県西部地域に開発拠点がある。 □ある □なし ※必ずチェックしてください） 
 
 

 

 

 

※本セミナー申込みに際しご提供いただいた個人情報は、当財団からの各種セミナー・講習会のご案内、補助金等各種情報提供

のために利用する他、調査･分析のために利用いたします。それら以外には使用いたしません。 

 

イノベーションアクション支援 

テーマ募集のお知らせ 

 
浜松地域イノベーション推進機構では、国内外への販路拡大、新事業展開

のための市場調査などに対する支援に積極的に取り組み、地域既存産業の

高度化・高付加価値化やブランド化及び新産業の創出を目指す「がんばる中

小企業」を応援しています。 

令和４年度の各種補助金への応募申請を前提にした技術

課題を公募します。 

 

○募集期間： 

2021 年 6 月１日（火）～2021 年 6 月 30 日(水)17 時 

 

○応募方法： 

応募用紙に記入のうえ E-Mail(sapoin@hai.or.jp)に

てお申込み下さい。 

 

○採択： 

ヒアリング、精査の上、2021年 7月中旬頃応募者へ採択

をお知らせします。 

 

○採択後： 

・テーマ提案企業を中心としたチームを立ち上げ、課題の

検討を行います。期間は、2022 年 2 月末日まで。 

・担当技術コーディネーターによるヒアリング、ブラッシュ

アップを行います。 

・イノベーションアクションミーティングを年数回開催し、

技術課題の明確化や解決方法の探索を行います。 

 

問い合わせ先：技術支援グループ 西野・山下 

E-MAIL sapoin@hai.or.jp 

TEL053-489-8111HP https://www.hai.or.jp 

＜イノベーションアクション支援説明会＞ 

日時：令和３年６月２２日(火) 15:30～17:00 

場所：グランドホテル浜松 ２階 孔雀の間 

対象：補助金に関心のある県西部地域の中小企業の方  

定員：20 名（先着順） 

参加料：無料（県西部地域以外の企業は税込 1,000 円） 

15:30-16:30  

講演 「サポインを活用した第３創業への模索」 

講師：株式会社内山刃物  

代表取締役社長 内山文宏氏 

 木工用刃物から第２創業で樹脂用に転換した

同社が、サポイン事業を活用して、第３創業を目

指している。新規事業の立ち上げの悩みと、２度

のサポインとの関係を紹介する。 

16:30-17:00 イノベーションアクション支援について 

申込：令和３年６月１６日（水）までに、Web または下記の

参加申込書にご記入のうえ E-MAIL(sapoin@hai.or.jp)

にてお申込み下さい。 

※状況により、開催方法が変更となる場合があります。 

新型コロナウイルス感染拡大防止に向け

た取り組みを実施した上で開催します 

                             

「補助金に応募したけれど・・・」という声

にお答えして、イノベーションアクション支

援を行います。補助金の応募では、自社の

目的と補助金の目的を合致させる事が大

事です。新事業・新製品創出のために、課

題の検討や具体化に向けた補助金の申請

を伴走支援します。 



E-mail: sapoin@hai.or.jp 

イノベーションアクション・テーマ応募用紙 

2021 年 6月  日 

テーマ名：  

提案企業名：  

チーム候補者名： 無・有（                      ） 

応募予定補助金名： サポイン・他（                          ） 

担当者所属：  住所：  

担当者役職・氏名：  電話番号：  

メールアドレス：  従業員数：  

会社 URL：  資本金：  

概要： 

（200 文字程度） 

 

事業展開の可能性：  

従来技術と新技術の比較：（図と文章で説明すること） 

従来技術： 新技術： 

<課題>                         <特徴> 

※市場ニーズ、研究開発技術を理解し易い資料があれば、添付してください。 


